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最近の子どもたちの様子 

お願い 

ぜんぶたべたよー！ 

七夕制作 

今月の活動 

待ちに待ったプールが始まりました。「今日はプール

やるよ！」と話すだけで遊んでいた玩具を片付けてプ

ールバッグを用意してしまうくらいプールを楽しみ

にしている様子です。着替えに関しても上手く水着が

着ることが出来なかったり裏返しになったりするか

な…？と思っていましたがみんなあっという間に着

替えて「早く行こうよ！」と言われてしまうほど。 

顔に水を付けたりみんなでバタ足をしたり、遊びを通

して少しずつ水に親しみを持てるようにしています。 

クラスで育てているカブトムシの観察は朝と帰りの

日課になってきました。「どこにいるのかな？」と土が

動く場所を探しては「ここにもぐってるよ！」と教え

あっています。背中を触ったりつまんで持ち上げてみ

たり、腕に上ってきてビックリしたりと夏ならではの

関わりを楽しんでいます。 

ぺんぎん組の登降園簿横にある忘れ物を再度ご確認ください。 

８月中旬(18 日前後)を目安に残っている物はこちらで処分させていただきます。ご了承ください。 

気温も高くなり、食欲も落ちる季節ですが、

給食を完食できる事が段々と多くなってき

ました。いつも様子を見に来てくれる栄養士

さんも「随分残食が少なくなりましたね！」

とびっくり。空になったお皿を嬉しそうに見

せてくれます。 

「ぴっかりん」は、お皿が空っぽと言う意味

の子どもたちから生まれた言葉です。 

・気温が非常に高いので、朝や夕方は室内でゆ

ったり遊び、日中はプールか水遊びを行って

いきます。 

・室内でも水分を定期的に摂り、熱中症に気を

つけて過ごしていきます。 

七夕飾りではハサミを使った制作をし

ました。あらかじめ書いてある線の上

を慎重にチョキチョキ・・・。最後に開

いて形になると「すごいね！」と嬉しそ

うでした。 

織姫、彦星、星飾りはサインペンを使っ

て目や口を書くことに挑戦。お手本を

じーっと見ながら自分の作品に顔を描

いていました。画材を使って自由に描

く遊びから段々と自分の表現したいも

のを描ける楽しさに繋がっていけるよ

うにしたいと思います。 


